
 

 

 

●当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 
2025年9月10日までとします。ただし、元本金額が10億円
を下回った場合などはファンドを終了（繰上償還）させる
場合があります。 

運 用 方 針 
この投資信託は、中長期的な信託財産の成長を図ること
を目的として運用を行ないます。 

①投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
②株式への直接投資は行ないません。 
③外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 
④デリバティブの直接利用は行ないません。 

分 配 方 針 

①毎決算期に収益の分配を行なう方針です。ただし、基準
価額の水準や市場動向等を勘案して収益の分配を
行なわない場合もあります。 
②分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とします。 
③信託財産に留保した収益の運用については、特に制限
を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づき
元本と同一の運用を行ないます。 

主要運用対象 

組 入 制 限 

主として、投資信託証券（金融商品取引法第２条第１項
第10号に規定する投資信託及び外国投資信託の受益
証券並びに同項第11号に規定する投資証券及び外国
投資証券をいいます。）に投資を行ないます。 

南アジア株式ファンド 
愛称：ムガールの光 

受益者のみなさまへ 

　平素は「南アジア株式ファンド」にご投資

いただき、厚くお礼申し上げます。 

　さて、当ファンドは、このたび第4期決算を 

行ないましたので、期中の運用状況につき 

まして、ご報告申し上げます。 

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、 

お願い申し上げます。 

運用報告書（全体版） 
第4期 

（2019年9月10日決算） 

アストマックス投信投資顧問株式会社 
東京都品川区東五反田二丁目10番2号 

サポートダイヤル 
0120－580446 

〈受付時間〉 営業日の午前９時～午後５時 
http://www.astmaxam.com
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設定以来の運用実績 

基 準 価 額 

決 算 期 
(分配落) 

収益分配金
(課税前)

期 中 
騰落率 

投資信託証券
(親投資信託
を除く)比率

純 資 産
総  額

(設 定 日) 円 円 ％ ％ 百万円 

  2015年９月17日 10,000 － － － 1,328 

１期(2016年９月12日) 8,996 0 △10.0 98.1 1,678 

２期(2017年９月11日) 10,439 0 16.0 95.4 1,183 

３期(2018年９月10日) 9,299 0 △10.9 93.6 774 

４期(2019年９月10日) 7,455 0 △19.8 94.1 505 

＊基準価額の騰落率は収益分配金（課税前）込み。 
＊設定日の基準価額は当初設定時の価額です。また、設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を記載しています。 
＊当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動することを運用の基本方針とはしていないため、該当するベンチマーク等はありません。 

 

当期中の基準価額等の推移 

基 準 価 額 

年 月 日 
 騰落率 

投資信託証券
(親投資信託
を除く)比率

(期   首) 円 ％ ％

2018年９月10日 9,299 － 93.6

９月末 9,011 △3.1 93.5

10月末 8,500 △8.6 93.7

11月末 8,780 △5.6 94.5

12月末 8,360 △10.1 96.2

2019年１月末 8,447 △9.2 97.5

２月末 8,542 △8.1 96.4

３月末 8,843 △4.9 97.9

４月末 8,764 △5.8 95.6

５月末 8,576 △7.8 96.2

６月末 8,410 △9.6 97.8

７月末 8,130 △12.6 97.7

８月末 7,532 △19.0 93.7

(期   末)  

2019年９月10日 7,455 △19.8 94.1

＊期末基準価額は収益分配金（課税前）込み。騰落率は期首比。 
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当期の運用実績 

〈基準価額の動き〉 

当期末の基準価額は、7,455円となり、前期末と

の比較では19.8％の下落となりました。 

 

〈基準価額の主な変動要因〉 

通商政策を巡る米中の対立が激しさを増す中、

経済への影響が懸念されたことなどを背景にイン

ドをはじめとして南アジアの株式市場が大きく下

落したこと、経済危機下で通貨切り下げを繰り返

したパキスタン・ルピーをはじめとして南アジア

の通貨が円に対して下落したことなどがマイナス要因となり、基準価額は下落しました。 

 

〈収益分配金〉 

収益分配金（１万口当たり、課税前、以下同じ）については、基準価額の水準や分配原資の積み上がり状

況等を勘案し、分配を見送らせていただきました。なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信

託財産内に留保し元本部分と同一の運用を行ないます。 

なお、分配原資の内訳は以下の通りです。 

■分配原資の内訳(１万口当たり) 

第４期 

項     目 2018年９月11日 
～2019年９月10日 

当期分配金(税込み) －円 

 (対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －円 

 当期の収益以外 －円 

翌期繰越分配対象額 485円 

＊「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（評価益を含む）」から分配に充当した金額です。 
また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。 

＊「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 
＊当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。 

2018年 
9月10日 
（期首） 

2019年 
9月10日 
（期末） 

（円） 
当期の基準価額の推移 

2018年9月10日～2019年9月10日 

3月11日 

7,000

8,000

9,000

10,000
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〈市況〉 

米国の追加利上げ観測と世界的な景気減速懸念などを背景に期初から2018年末にかけて投資家のリスク回

避姿勢が強まり、南アジアの株式市場も下落基調を辿りました。2019年の年明け以降は米欧における金融緩

和姿勢の強まりなどを背景に先進国の株式市場が反発する局面でインドの株式市場も上昇に転じ、総選挙で

の与党勝利などを受けて年央には同国の代表的な株価指数であるＳＥＮＳＥＸは過去最高値を更新する展開と

なりました。７月以降は通商政策を巡る米中の対立激化がマイナス要因となったほか、予算案に対する失望

なども重なってインドの株式市場は下落に転じました。パキスタンの株式市場は期を通じて下落基調を辿

り、スリランカ、バングラデシュの株式市場も前期末比で下落しました。また、為替市場では、財政悪化と

外貨不足で大きく下落したパキスタン・ルピーをはじめとして南アジアの通貨は円に対して下落する展開と

なりました。 

 

 

 

当期の運用経過 

当ファンドは、南アジア諸国の企業の株式を主要投資対象とする投資信託証券への投資を通じて、実質的

に南アジア諸国の企業の株式に投資を行なうことを基本としています。 

南アジア諸国の企業の株式を主要投資対象とする投資信託証券（シンガポール籍の外国投資信託である

「フィリップ・グレイター・インディア・エクイティ・ファンド」をいいます。）の組入比率は、期を通じ

て概ね90％台で推移させました。フィリップ・グレイター・インディア・エクイティ・ファンドにおいて

は、インド、バングラデシュ、パキスタン、スリランカの企業の株式を中心に投資を行ない、中長期的な信

託財産の成長を目指しました。また、余剰資金については、わが国の短期公社債を主要投資対象とする投資

信託証券（親投資信託である「ＩＩＰ日本債券マザーファンド」をいいます。）への投資を通じて、実質的に

わが国の短期公社債に投資を行ないました。 
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今後の運用方針 

今後も南アジア諸国の企業の株式を主要投資対象とする投資信託証券への投資を通じて、実質的に南アジ

ア諸国の企業の株式に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長を目指してまいります。また、余剰資金に

ついては、わが国の短期公社債を主要投資対象とする投資信託証券への投資を通じて、実質的にわが国の短

期公社債に投資を行ないます。 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

※上記は作成日時点の見通しであり、今後予告なしに変更することがあります。また市場の変動等により方

針通りの運用が行なわれない場合があります。 
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１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細 

第４期 

(2018.９.11～2019.９.10) 項   目 

金 額 比 率 

項  目  の  概  要 

信託報酬   105円   1.242％ 

   

信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率。期中の平均基準価額（月末値の平均値）は

8,491円です。 

(投信会社)  (37)  (0.432)   委託した資金の運用の対価 

(販売会社)  (64)  (0.756)   交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 

(受託会社)   (5)  (0.054)   運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

その他費用  13  0.151   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

(監査費用)   (1)  (0.009)   監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

(法定開示に係る費用)  (12)  (0.142)   印刷会社等に支払う目論見書、運用報告書等の作成、印刷、交付等に係る費用 

合    計 118  1.393    

＊期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。なお、その他
費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。 
＊「金額」欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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売買及び取引の状況（2018年９月11日から2019年９月10日まで） 

投資信託証券 

買    付 売    付 

口  数 金  額 口  数 金  額 

国内 口 千円 口 千円

フィリップ・グレイター・インディア・ 
エクイティ・ファンド 

－ － 1,399,914 120,000

＊金額は受渡し代金。 
＊単位未満は切捨て。 
＊－印は該当なし。 

 

 

 

 

 

 

 

利害関係人との取引状況（自2018年９月11日 至2019年９月10日） 

《南アジア株式ファンド》 

期中における利害関係人との取引はありません。 

 

《ＩＩＰ日本債券マザーファンド》 

期中における利害関係人との取引はありません。 

 
＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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組入資産の明細（2019年９月10日現在） 

（１）ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 

当   期   末 
銘       柄 

口   数 評 価 額 比   率 

 口 千円 ％ 

フィリップ・グレイター・インディア・ 
エクイティ・ファンド 

6,109,582 475,447 94.1 

＊評価額の単位未満は切捨て。 

 
 

 
（２）親投資信託残高 

期 首（前 期 末） 当   期   末 
項       目 

口   数 評 価 額 口   数 評 価 額 

 千口 千円 千口 千円

ＩＩＰ日本債券マザーファンド 995 995 995 993

＊単位未満は切捨て。 
＊ＩＩＰ日本債券マザーファンド合計の受益権口数は24,045,902千口です。 

 
 
 
 
 

投資信託財産の構成 (2019年９月10日現在) 

当   期   末 
項    目 

評 価 額 比   率 

 千円 ％

投 資 信 託 受 益 証 券 475,447 92.9

ＩＩＰ日本債券マザーファンド 993 0.2

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 35,580 6.9

投 資 信 託 財 産 総 額 512,020 100.0

＊評価額の単位未満は切捨て。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 

(2019年９月10日)現在 

項    目 当 期 末 

  円

(Ａ) 資 産 512,020,023 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 35,579,123 

 投資信託受益証券(評価額) 475,447,671 

 ＩＩＰ日本債券マザーファンド(評価額) 993,229 

(Ｂ) 負 債 6,562,097 

 未 払 解 約 金 2,358,329 

 未 払 信 託 報 酬 3,818,269 

 未 払 利 息 69 

 そ の 他 未 払 費 用 385,430 

(Ｃ) 純 資 産 総 額 ( Ａ － Ｂ ) 505,457,926 

 元 本 678,003,896 

 次 期 繰 越 損 益 金 △172,545,970 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 678,003,896口

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,455円

損益の状況 

（自2018年９月11日 至2019年９月10日) 

項    目 当   期 

  円

(Ａ) 配 当 等 収 益 △12,940 

 受 取 利 息 646 

 支 払 利 息 △13,586 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △116,179,670 

 売 買 益 11,978,770 

 売 買 損 △128,158,440 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △9,140,695 

(Ｄ) 当期損益金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ ) △125,333,305 

(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △44,820,801 

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △2,391,864 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (△13)

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△2,391,851)

(Ｇ) 計 ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) △172,545,970 

(Ｈ) 収 益 分 配 金 0 

 次期繰越損益金 (Ｇ＋Ｈ ) △172,545,970 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △2,391,864 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (△13)

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△2,391,851)

 分 配 準 備 積 立 金 32,927,461 

 繰 越 損 益 金 △203,081,567 

＊損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
＊損益の状況の中で(Ｃ)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
＊損益の状況の中で(Ｆ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

<注記事項> 
・期首元本額 833,228,324円 
・期中追加設定元本額 0円 
・期中一部解約元本額 155,224,428円 

 

 

収益分配金のお知らせ 

当期の収益分配は、見送らせていただきました。 
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組入投資信託証券の内容 

◆フィリップ・グレイター・インディア・エクイティ・ファンド 

以下は、当ファンドの組入投資信託証券の運用状況です。本書作成日時点で入手しうる直近の計算期間末日※の

情報（年次報告書等）に基づき作成しています。運用管理費用率は、純資産総額に対する運用及び管理等にかかる

費用の総額の割合（年換算）を示したものです。比率は、組入投資信託証券の純資産総額に対する比率です。 

※直近の計算期間末日は、2018年９月30日となります。 

 

 

 

 (運用管理費用率：1.30％) 

組入(上位)銘柄 

 銘   柄   名 比率(％)

１ Info Edge India Limited 7.5 

２ Ascendas India Trust 6.8 

３ Care Ratings Limited 6.3 

４ Grameenphone Limited 6.3 

５ Square Pharmaceuticals Limited 6.1 

６ Wonderla Holidays Limited 5.5 

７ Britannia Industries Limited 5.4 

８ ITC Limited 5.3 

９ Schaeffler India Limited 5.2 

10 Narayana Hrudayalaya Limited 4.8 

 

 

 資産別配分  国別配分  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 
5.9%

株式等 
94.1%

インド 
56.1%

バングラデシュ 
12.3%

スリランカ 
9.8%

パキスタン 
9.1%

その他 
5.9%シンガポール 

6.8%
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ＩＩＰ日本債券マザーファンド

 

 

 

 

 

 

ＩＩＰ日本債券マザーファンド 

運 用 報 告 書 

第９期（決算日  2019年２月12日） 

（計算期間：2018年２月14日～2019年２月12日） 

 

 

「ＩＩＰ日本債券マザーファンド」の第９期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

●当ファンドの仕組みは次の通りです。 

信 託 期 間 信託期間は無期限です。 

運 用 方 針 
わが国の短期公社債に投資を行なうことにより、安定した収益の確保を目指して運用を行ない

ます。 

主 要 運 用 対 象 わが国の短期公社債を中心に投資します。 

組 入 制 限 
①外貨建資産への投資は、行ないません。 

②デリバティブの使用は、ヘッジ目的に限定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アストマックス投信投資顧問株式会社 
東京都品川区東五反田二丁目10番2号 
http://www.astmaxam.com
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設定以来の運用実績 

基 準 価 額 

決  算  期 
 

期 中
騰落率

債  券
組入比率

純 資 産
総  額

(設 定 日) 円 ％ ％ 百万円

  2010年２月17日 10,000 － － 2,100

１期(2011年２月10日) 10,012 0.1 97.6 1,904

２期(2012年２月10日) 10,023 0.1 99.0 8,338

３期(2013年２月12日) 10,033 0.1 101.3 11,763

４期(2014年２月10日) 10,040 0.1 96.9 21,407

５期(2015年２月10日) 10,043 0.0 95.9 34,607

６期(2016年２月10日) 10,043 0.0 95.7 25,916

７期(2017年２月10日) 10,022 △0.2 97.5 19,554

８期(2018年２月13日) 10,001 △0.2 97.2 30,684

９期(2019年２月12日) 9,984 △0.2 98.8 23,159

＊当ファンドは、安定した収益の確保を図ることを目的としたファンドであり、該当するベンチマーク等はありません。 
＊設定日の基準価額は、当初設定時の価額です。また、設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を記載しています。 

 

当期中の基準価額等の推移 

基 準 価 額 
年  月  日 

 騰落率

債  券
組入比率

(期   首) 円 ％ ％

2018年２月13日 10,001 － 97.2

２月末 10,001 0.0 97.1

３月末 10,000 △0.0 97.4

４月末 9,998 △0.0 102.4

５月末 9,997 △0.0 97.5

６月末 9,996 △0.0 97.5

７月末 9,994 △0.1 98.0

８月末 9,993 △0.1 107.0

９月末 9,992 △0.1 95.5

10月末 9,991 △0.1 97.8

11月末 9,989 △0.1 108.7

12月末 9,988 △0.1 98.9

2019年１月末 9,985 △0.2 98.8

(期   末)  

2019年２月12日 9,984 △0.2 98.8

＊騰落率は期首比。 
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当期の運用実績 

〈基準価額の動き〉 

当期末の基準価額は、前期末比17円下落

(－0.2％)の9,984円となりました。 

 

〈基準価額の主な変動要因〉 

国庫短期証券(３ヶ月)の利回りがマイナスで推

移するなど利息収入等の運用収益を確保すること

が困難な状況が続き、基準価額は下落しました。 

 

〈市況〉 

日本銀行による「長短金利操作付き量的・質的金

融緩和」の継続などを背景に無担保コール翌日物金

利および国庫短期証券（３ヶ月）の利回りはマイナスでの推移となりました。 

 

当期の運用経過 

当ファンドは、わが国の短期公社債に投資を行なうことにより、安定した収益の確保を目指して運用を行

なうことを基本としています。 

当期は、主として短期の国債（国庫短期証券）に投資を行ないました。 

 

今後の運用方針 

わが国の短期公社債に投資を行なうことにより、安定した収益の確保を目指して運用を行なっていく方針

です。 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

※上記は作成日時点のものであり、今後予告なしに変更することがあります。また市場の変動等により方針

通りの運用が行なわれない場合があります。 

（円） 

2018年 
2月13日 
（期首） 

2019年 
2月12日 
（期末） 

当期の基準価額の推移 
2018年2月13日～2019年2月12日 

 
8月13日 

9,980

9,985

9,990

9,995

10,000

10,005
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１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細 

当期中に発生した費用はありません。 

 

 

売買及び取引の状況（2018年２月14日から2019年２月12日まで） 

● 公社債 

 買 付 額 売 付 額 

国内 千円 千円 

国  債  証  券 128,639,374 16,573,083 

 (118,940,000) 

＊金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 
＊単位未満は切捨て。 
＊（  ）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

 

主要な売買銘柄 

● 公社債（自2018年２月14日 至2019年２月12日） 

当       期 

買       付 売       付 

銘     柄 金   額 銘     柄 金   額

 千円  千円

第759回国庫短期証券 8,082,792 第796回国庫短期証券 5,980,765

第739回国庫短期証券 7,883,159 第739回国庫短期証券 1,800,153

第742回国庫短期証券 6,603,478 第759回国庫短期証券 1,700,132

第761回国庫短期証券 6,602,435 第728回国庫短期証券 1,101,029

第778回国庫短期証券 6,382,615 第736回国庫短期証券 1,000,354

第802回国庫短期証券 6,073,465 第778回国庫短期証券 900,117

第764回国庫短期証券 6,071,924 第753回国庫短期証券 900,080

第783回国庫短期証券 6,071,863 第776回国庫短期証券 800,070

第796回国庫短期証券 5,984,795 第773回国庫短期証券 750,066

第745回国庫短期証券 5,372,062 第780回国庫短期証券 600,061

＊金額は受渡し代金。(経過利子分は含まれておりません。) 
＊単位未満は切捨て。 

 

 

利害関係人との取引状況等（自2018年２月14日 至2019年２月12日） 

期中における利害関係人との取引はありません。 
＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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組入資産の明細（2019年２月12日現在） 

● 公社債 

（Ａ）債券種類別開示 

● 国内（邦貨建）公社債 

当     期     末 

残存期間別組入比率 区     分 
額面金額 評 価 額 組入比率 

内 Ｂ Ｂ 格
以下組入比率 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 22,880,000 22,886,040 98.8 － － － 98.8

 (22,880,000) (22,886,040) (98.8) (－) (－) (－) (98.8)

22,880,000 22,886,040 98.8 － － － 98.8
合     計 

(22,880,000) (22,886,040) (98.8) (－) (－) (－) (98.8)

＊(  ) 内は非上場債で内書きです。 
＊組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 
＊額面金額、評価額の単位未満は切捨て。 
＊－印は組入れなし。 

 

（Ｂ）個別銘柄開示 

● 国内（邦貨建）公社債 

当     期     末 
銘     柄     名 

利   率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日 

  ％ 千円 千円 
国債証券 第795回国庫短期証券 － 3,200,000 3,200,135  2019/2/18 
 第798回国庫短期証券 － 4,000,000 4,000,589   2019/3/4 
 第799回国庫短期証券 － 2,940,000 2,940,433  2019/3/11 
 第801回国庫短期証券 － 2,100,000 2,100,343  2019/3/18 
 第802回国庫短期証券 － 6,070,000 6,071,450  2019/3/25 
 第803回国庫短期証券 － 200,000 200,297 2019/12/20 
 第804回国庫短期証券 － 1,620,000 1,620,465   2019/4/4 
 第810回国庫短期証券 － 850,000 850,387   2019/5/9 
 第812回国庫短期証券 － 1,900,000 1,901,938  2019/8/13 

合     計 － 22,880,000 22,886,040 － 

＊単位未満は切捨て。 

 

投資信託財産の構成 (2019年２月12日現在) 

当   期   末 
項    目 

評 価 額 比   率 

 千円 ％

公 社 債 22,886,040 98.8

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 273,389 1.2

投 資 信 託 財 産 総 額 23,159,429 100.0

＊評価額の単位未満は切捨て。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 

(2019年２月12日)現在 

項    目 当 期 末 

  円

(Ａ) 資 産 23,159,429,548 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 273,389,158 

 公 社 債 ( 評 価 額 ) 22,886,040,390 

(Ｂ) 負 債 243 

 未 払 利 息 243 

(Ｃ) 純 資 産 総 額 ( Ａ - Ｂ ) 23,159,429,305 

 元 本 23,195,507,856 

 次 期 繰 越 損 益 金 △36,078,551 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 23,195,507,856口

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,984円

損益の状況 

当期（自2018年２月14日 至2019年２月12日) 

項    目 当   期 

  円

(Ａ) 配 当 等 収 益 △56,444,211 

 受 取 利 息 △55,985,976 

 支 払 利 息 △458,235 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △53,141 

 売 買 益 2,750,180 

 売 買 損 △2,803,321 

(Ｃ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ) △56,497,352 

(Ｄ) 前 期 繰 越 損 益 金 4,398,879 

(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △5,601,757 

(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 21,621,679 

(Ｇ) 計 ( Ｃ ＋ Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) △36,078,551 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ) △36,078,551 

＊損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
＊損益の状況の中で(Ｅ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
＊損益の状況の中で(Ｆ)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 
<注記事項> 
・期首元本額 30,679,710,901円 
・期中追加設定元本額 24,612,701,757円 
・期中一部解約元本額 32,096,904,802円 
 
※期末における元本の内訳 

南アジア株式ファンド 995,719円 
ＩＩＰ日本国債ベアファンド(適格機関投資家私募) 2,305,853,839円 
ＩＩＰ米国５年国債５倍ベアファンド(適格機関投資家私募) 4,124,446,880円 
ＩＩＰ米国10年国債３倍ベアファンド(適格機関投資家私募) 689,151,467円 
ＩＩＰ米国10年国債５倍ベアファンド(適格機関投資家私募) 4,337,456,326円 
ＡＳＴＡＭ日経225インデックスオープン2016-09(適格機関投資家私募) 5,341,573,388円 
ＡＳＴＡＭ日経225インデックスオープン2018-03(適格機関投資家私募) 2,998,748,062円 
日経２２５カバードコール戦略ファンド2017-05(適格機関投資家私募) 3,397,282,175円 
 


